
鉄筋コンクリート造　耐震改修時の読み合わせ用資料について

読み合わせ用資料として下記の資料を提出してください。

なお、資料を提出の際には、片面印刷のうえ、クリップ止めとしてください。

（両面印刷やホッチキス止め、穴あけ紐止めでの提出はやめてください。）

・ §３　建築物及び耐震診断結果概要

３.１ 建築物概要及び構造概要

３.２ 耐震診断概要

３.３ 耐震診断結果

３.４ 耐震改修建築物概要及び構造概要

３.５ 耐震改修概要

３.６ 耐震改修結果

３.７ 配置図

３.８ 意匠図（改修前後の平面図・立面図）

３.９ 構造図（改修前後の伏図・軸組図　改修詳細図）

３.１０ 破壊形式図

・ 質疑回答書（委員会、小委員会）

次ページからの参考例に注意事項等を示していますので、確認して提出してください。

参考例は、上記の要領でまとめていますが、§３の内容を下記要領で、タイトル等を整

理しても問題ありませんが、意匠図、構造図の順番は守ってください。

§３　建築物及び耐震診断結果概要

３.１ 現況の建築物及び耐震診断結果概要

３.１.１ 建築物概要及び構造概要

３.１.２ 耐震診断概要

３.１.３ 耐震診断結果

３.２ 改修後の建築物及び耐震診断結果概要

３.２.１ 耐震改修建築物概要及び構造概要

３.２.２ 耐震改修概要

３.２.３ 耐震改修結果

３.３ 配置図

３.４ 意匠図

３.４.１ 改修前の平面図・立面図

３.４.２ 改修後の平面図・立面図

３.５ 構造図

３.５.１ 改修前の伏図・軸組図

３.５.２ 改修後の伏図・軸組図・詳細図

３.６ 破壊形式図

※評価書には建築物概要及び耐震診断結果概要、配置図、意匠図（改修前後の

平面図、立面図）が添付されます。

報告書の§１と同じ内容ものを
添付してください。

報告書の§１と同じ内容ものを
添付してください。

「３．４意匠図」は改修前後の平面図と
立面図が、「３．５構造図」は改修前後
の伏図と軸組図、改修後の詳細図が添
付されていればまとめ方は問いませ
ん。ただし、意匠図、構造図の順番は
守ってください。



　§３　建築物及び耐震診断結果概要

　3.1　建築物概要及び構造概要

（診断：ＯＯ評価委員会の評価番号ＯＯＯより）

地上 0 階 　建築物の特徴

地下 0 階

塔屋 0 階

外壁

屋根

㎡

㎡

0 階 ㎡

ｍ

0 階 ｍ

ｍ

ｍ

・EXP.Jの間隔、高さ比

・避難階段・滑り台の有無、接合方法

・その他重要事項

・外壁、屋根の仕上げ

・増築・改修の時期

・隣接建物ＯＯＯ　隣接建物

0

0

Ｘ方向

Ｙ方向

0

ＯＯＯ

0延べ面積

0

0

耐
震
診
断

建
築
物
概
要
＊
耐
震
診
断

　診断建物施工者

　診断建物規模

平面形

立面形
建物形状

　診断評価番号

軒高さ

建物長さ

　主要仕上

建物高さ

建物面積

　診断建物竣工年

　主要用途 ＯＯＯ

ＯＯＯ

建築面積

・建物形状の特徴

0

ＯＯＯ

ＯＯＯ

発注者

　診断者

　診断者住所

　診断年 平成00年00月

ＯＯＯ

ＯＯＯ

HAO　34-00-0000

※報告書は発注者の承認を得ているこ
となどを記述する。

　診断建物名称

　診断建物所在地

　診断建物設計者

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

・増築の有無

ＯＯＯ

※下記の項目などを記述する。

・建築物の軸線

・床面積の内訳

昭和00年
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※報告書の§１を§３に変えてください。

注意事項には　　　をしています。

※ページを１ページから入れてください。



（診断：評価番号ＯＯＯより）

　構造の特徴

0 階

0 階

0 階

kN/㎡

Ｙ方向

0

ｍ(代表スパン)

・極脆性柱の位置

・下階壁抜け柱の位置

・大スパン梁の位置

・持出し部材の位置

・地盤

・敷地

・その他重要事項

Ｘ方向

0

Ｙ方向

※下記の項目などを記述する。

・架構形式

kN

持出し部材の有無

下階壁抜け柱の有無

0

ｍ(代表スパン)0

下階壁抜け柱の有無

極脆性柱の有無

極脆性柱の有無

0

大スパン梁の有無

大スパン梁の有無

持出し部材の有無

基礎地盤

　その他

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

地盤種別

敷地状況

Ｙ方向

Ｘ方向

0

構
造
概
要
＊
耐
震
診
断

　構造種別

スパン長

下階壁抜
け柱

Ｘ方向

Ｙ方向

大スパン
梁

基礎形式

長期支持力

支持層

支持深さ

Ｘ方向

単位重量

柱壁量

持出し部
材

Ｘ方向

層重量

極脆性柱
Ｘ方向

Ｙ方向

Ｙ方向

0

0

ＯＯＯ

スパン

ＯＯＯ

ＯＯＯ

スパン数
Ｘ方向

Ｙ方向

スパン

架構形式
Ｘ方向

Ｙ方向
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改修の場合忘れずに記入してください。



（診断：評価番号ＯＯＯより）

設計基準強度 0 N/ 　材料の特徴

0 階 0 N/ 0 N/ 

基準値 0 ㎜

0 ㎜

0 階 0 ㎜

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

引張強度

ＯＯＯ

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の引張強度の根拠（割増の有無）

ＯＯＯ

・コンクリート強度、中性化の内訳

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

各階の中性化深さ

※下記の項目などを記述する。

使
用
材
料
・
強
度
＊
耐
震
診
断

既存鉄筋

既存鉄骨

　その他

強度

柱

梁

主筋

あばら筋

壁筋

スラブ筋

既存コン
クリート 中性化

ボルト

・その他重要事項

帯筋

材質

推定強度 診断強度

降伏点強度材質

ＯＯＯ

ＯＯＯ

降伏点強度材質

ＯＯＯ

ＯＯＯ

測定値の最大
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　3.2　耐震診断概要 （診断：評価番号ＯＯＯより）

　特記事項

　被災履歴

　ひび割れ劣化

　図書の照合

・鉄骨がある場合はその他で記載する。

　その他 ＯＯＯ

※下記の項目などを記述する。

・調査方法、箇所について発注者と協議

・左記項目の内、重要な項目

・ＣＡＤ化した図面の発注者の承認

ＯＯＯ

・コンクリートブロックＯＯＯ

ＯＯＯ

現
地
調
査
＊
耐
震
診
断

　基礎状況

・非構造部材

・その他重要事項

ＯＯＯ

ＯＯＯ

コンクリートブロック

　非構造部材

　不同沈下

　部材寸法

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　設計図書の有無
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（診断：評価番号ＯＯＯより）

　特記事項

・使用プログラム、バージョン

建防協のB法による。

・その他重要事項ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　柱耐力

モ
デ
ル
化
お
よ
び
計
算
手
法
＊
耐
震
診
断

　節点振り分け

　仮想仕事法

　荷重増分法

　解析用外力分布

　剛床・ゾーニング

※下記の項目などを記述する。

・回転壁

・外力分布

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　壁

　下階壁抜け柱

　軸力変動

　第2種構造要素

　部材内法寸法位置

　梁耐力

　使用プログラム

　偏心率の算出方法
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　3.3　耐震診断結果 （診断：評価番号ＯＯＯより）

地域係数：Ｚ＝ 0.00

用途係数：Ｕ＝ 0.00

地盤指標：Ｇ＝ 0.00

振動特性係数：Ｒｔ＝

経年指標：Ｔ＝ 0.00

ＲＣ造：ＳＴ＝ 0.00

Ｉso＝ 0 q≧

考察

階 Ｉs値 q値

1階 0.00 0.00

階 Ｉs値 q値

1階 0.00 0.00

特記事項

・第二種構造要素

・極脆性柱

ＯＯＯ

Ｙ方向

ＯＯＯ

耐震診断諸数値

耐震診断結果

Ｘ方向

・詳細な調査の必要性

判定

・鉄骨

・地盤

・改修の必要性

ＲＣ造：q＝CTU・SD/(ST・Z・G)

ＲＣ造：Ｉｓ＝Eo・T・SD/(Z・Rt・G)

・大スパン

・持出し梁

・判定結果考察

※下記の項目などを記述する。

耐震診断判定指標

耐震診断基準

耐震診断次数

※発注者と協議を記述する。

・コンクリート強度

判定

・コンクリートブロック

・非構造部材

・隣接建物

・その他重要事項

0.00

※下記の項目などを記述する。

※発注者と協議を記述する。0

・補修の必要性

・下階壁抜け柱

ＯＯＯ ※発注者と協議を記述する。

外力分布補正係数はAi分布とする。

形状係数ＳＤは建防協のB法とする

※診断基準は、採用した主たる基準を記述し、準拠した基準も列記する。
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耐震診断結果内訳　　　　　　　　　 （診断：評価番号ＯＯＯより）

Ｘ方向

1階 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1階 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

Ｙ方向

1階 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1階 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

　凡例

　特記事項

判定基準は以下とする

（１） Isが0.3未満又はｑが0.5未満・・・・・・・・・・・・・・・・地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性が高い。

（２） （１）、（３）以外・・・・・・・・・・・・・・・・地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性がある。

（３） IsがIso以上かつｑが目標値以上・・・・・・・・・・・・・・・・地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性が低い。

　※その他重要事項

階

WWB 曲げそで壁　：WWS せん断そで壁

　※決定した方向などを記述する。

0.0 CB.WB.WS

0.0

Eo

CWB 壁付曲げ柱　：CWS 壁付せん断柱　：CWSS 壁付極脆性柱

WB　曲げ壁　　　：WS　せん断壁 　　 ：WR　 回転壁

　※下記の記述は参考例である。

0.00

F1

0.0

0.0 CB.WB.WS

ΣＷ(kN) T

CB.WB.WS

←
負
加
力

→
正
加
力

→
正
加
力

←
負
加
力

Eo SD CTU・SD 破壊形式

0.00

0.00

0.00

階 F3

CB.WB.WS

F2 F3SD CTU・SD

F2

CB　曲げ柱　　　：CS　せん断柱　　　：CSS　極脆性柱

Ｉs q F1ΣＷ(kN) T 破壊形式

Ｉs q
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ゾーニングで検討を行っている場合はゾーニング図を添付してください。



　3.4　耐震改修建築物概要及び構造概要 （改修）

地上 0 階 　建築物の特徴

地下 0 階

塔屋 0 階

※その他重要事項

㎡

㎡

0 階 ㎡

ｍ

0 階 ｍ

ｍ

ｍ

0

ＯＯＯ

0

建物高さ

延べ面積

建物長さ

　隣接建物

耐
震
改
修

建
築
物
概
要
＊
耐
震
改
修

　主要用途

　診断建物竣工年 昭和00年

ＯＯＯ

建物形状
平面形

発注者

　改修診断者 ＯＯＯ

　診断建物規模

0

Ｘ方向

立面形

建築面積

軒高さ

ＯＯＯ

　改修診断者住所

建物面積

0

　診断建物名称

0

ＯＯＯ

※診断評価取得状況となどを記述す
る。※改修報告書は発注者の承認を得
ていることなどを記述する。

HAO　34-00-0000

　改修診断年 平成00年00月

　改修評価番号

ＯＯＯ

　診断建物施工者 ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　診断建物所在地

0

ＯＯＯ　診断建物設計者

※診断評価取得後の経緯など記述す
る。

※診断評価取得後の隣接建物の状況な
ど記述する。

Ｙ方向 0

ＯＯＯ
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（改修）

　構造の特徴

0 階

0 階

0 階

・極脆性柱の位置

・下階壁抜け柱の位置

※診断評価取得後の変更など記述する。

※発注者との協議事項など記述する。

※診断評価取得後の隣接建物の状況な
ど記述する。

※改修箇所、方法などを記述する。

※その他重要事項

持出し部材の有無

・大スパン梁の位置

・持出し部材の位置

ＯＯＯ

ＯＯＯ

長期支持力 ＯＯＯ

地盤種別

支持深さ ＯＯＯ

支持層 ＯＯＯ

敷地状況 ＯＯＯ

　改修箇所及び方法 ＯＯＯ

基礎地盤

基礎形式

層重量 0 kN

単位重量 0 kN/㎡

柱壁量
Ｘ方向 Ｙ方向

0 0

Ｙ方向 持出し部材の有無

Ｙ方向

極脆性柱の有無

Ｙ方向 極脆性柱の有無

Ｘ方向 下階壁抜け柱の有無

Ｙ方向 下階壁抜け柱の有無

大スパン梁の有無

Ｘ方向 大スパン梁の有無

Ｙ方向

Ｘ方向
極脆性柱

Ｙ方向

構
造
概
要
＊
耐
震
改
修

　構造種別 ＯＯＯ

架構形式
Ｘ方向 ＯＯＯ

Ｙ方向 ＯＯＯ

0 スパン

スパン長
Ｘ方向

スパン数
Ｘ方向

ｍ(代表スパン)

スパン

0 ｍ(代表スパン)

0

0

大スパン
梁

持出し部
材

Ｘ方向

下階壁抜
け柱
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（改修）

設計基準強度 0 N/ 　材料の特徴

0 階 0 N/ 0 N/ 

基準値 0 ㎜

0 ㎜

0 階 0 ㎜

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

設計基準強度 0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

0 N/ 

各階の中性化深さ

材質 引張強度

ボルト ＯＯＯ

鉄骨

降伏点強度

ＯＯＯ

主筋改修鉄筋

降伏点強度

改修コン
クリート

既存鉄骨

ＯＯＯ

材質

改修鉄骨

ＯＯＯ

スラブ筋

壁筋

帯筋 ＯＯＯ

ＯＯＯ

既存鉄筋

主筋

ＯＯＯ

梁

材質

柱 ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ　その他

使
用
材
料
・
強
度
＊
耐
震
改
修

強度

推定強度

その他

ＯＯＯ

診断強度 ※診断評価取得後の変更など記述する。

※その他重要事項

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の引張強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

・鋼材の降伏点強度の根拠（割増の有無）

降伏点強度材質

材質 引張強度

ボルト ＯＯＯ

あばら筋 ＯＯＯ

ＯＯＯ

材質 降伏点強度

既存コン
クリート 中性化

測定値の最大
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　3.5　耐震改修概要 （改修）

　特記事項

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　その他 ＯＯＯ

※診断評価取得後の追加調査などを記
述する。

※その他重要事項

※発注者との協議事項など記述する。

コンクリートブロック

　非構造部材

　鉄骨部

追
加
現
地
調
査
＊
耐
震
改
修

　設計図書

　被災履歴

　図書の照合

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　ひび割れ劣化

　不同沈下

ＯＯＯ

ＯＯＯ

ＯＯＯ

　部材寸法

　基礎状況 ＯＯＯ
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（改修）

　特記事項

　偏心率の算出方法 建防協のB法による。

ＯＯＯ

　使用プログラム ＯＯＯ

※診断評価取得後の変更など記述する。

※その他重要事項

ＯＯＯ

　柱耐力 ＯＯＯ

　壁 ＯＯＯ

モ
デ
ル
化
お
よ
び
計
算
手
法
＊
耐
震
改
修

　節点振り分け ＯＯＯ

　仮想仕事法 ＯＯＯ

　軸力変動 ＯＯＯ

　梁耐力 ＯＯＯ

　第2種構造要素 ＯＯＯ

　下階壁抜け柱 ＯＯＯ

　解析用外力分布

　部材内法寸法位置 ＯＯＯ

　荷重増分法 ＯＯＯ

　剛床・ゾーニング

- 12 -



　3.6　耐震改修結果 （改修）

地域係数：Ｚ＝ 0.00

用途係数：Ｕ＝ 0.00

地盤指標：Ｇ＝ 0.00

振動特性係数：Ｒｔ＝

経年指標：Ｔ＝ 0.00

ＲＣ造：ＳＴ＝ 0.00

Ｉso＝ 0 q≧

考察

階 Ｉs値 q値

1階 0.00 0.00

階 Ｉs値 q値

1階 0.00 0.00

特記事項

・コンクリートブロック

・非構造部材

※発注者と協議を記述する。

Ｙ方向

・鉄骨

・詳細な調査の必要性

・改修の必要性

・補修の必要性

・その他重要事項

判定

ＯＯＯ

・下階壁抜け柱

0.00

形状係数ＳＤは建防協のB法とする

外力分布補正係数はAi分布とする。

ＲＣ造：q＝CTU・SD/(ST・Z・G)

0 ※発注者と協議を記述する。

判定

ＯＯＯ

・極脆性柱

※発注者と協議を記述する。

ＲＣ造：Ｉｓ＝Eo・T・SD/(Z・Rt・G)

※下記の項目などを記述する。

耐震改修諸数値

耐震改修結果

Ｘ方向

ＯＯＯ

耐震改修診断基準 ※診断基準は、採用した主たる基準を記述し、準拠した基準も列記する。

・大スパン

・持出し梁

・判定結果考察

※下記の項目などを記述する。

耐震改修判定指標

・隣接建物

耐震改修診断次数

・コンクリート強度

・地盤

・第二種構造要素
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耐震改修結果内訳　　　　　　　　　 （改修）

Ｘ方向 ※上段は診断結果、下段は改修結果を示す。

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

Ｙ方向 ※上段は診断結果、下段は改修結果を示す。

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

　凡例

　特記事項

判定基準は以下とする

（１） Isが0.3未満又はｑが0.5未満・・・・・・・・・・・・・・・・地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性が高い。

（２） （１）、（３）以外・・・・・・・・・・・・・・・・地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性がある。

（３） IsがIso以上かつｑが目標値以上・・・・・・・・・・・・・・・・地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性が低い。

←
負
加
力

0.00

0.00

0.00

　※その他重要事項

CWB 壁付曲げ柱　：CWS 壁付せん断柱　：CWSS 壁付極脆性柱

WB　曲げ壁　　　：WS　せん断壁 　　 ：WR　 回転壁

WWB 曲げそで壁　：WWS せん断そで壁

VⅠ ﾌﾞﾚｰｽ軸降伏 　：VⅡ ﾌﾞﾚｰｽ接合部破壊 ：VR　 ﾌﾞﾚｰｽ回転

　※決定した方向などを記述する。

　※下記の記述は参考例である。

CB　曲げ柱　　　：CS　せん断柱　　　：CSS　極脆性柱

→
正
加
力

0.00

階 Eo

Eo SD

←
負
加
力

0.00

0.00

0.00

0.00

→
正
加
力

0.00

0.00

0.00

0.00

階

0階
0.0

1階

0階

CB.WB.WS

CB.WB.WS

0.0

0.0

0.0

0.0

CB.WB.WS

CB.WB.WS

Ｉs qΣＷ(kN) T 破壊形式F1 F2 F3SD CTU・SD

CB.WB.WS

0.0 CB.WB.WS

1階
0.0 CB.WB.WS

0.0 CB.WB.WS

ΣＷ(kN) T 破壊形式Ｉs q F1 F2 F3CTU・SD

CB.WB.WS

0.0 CB.WB.WS

1階
0.0 CB.WB.WS

0.0 CB.WB.WS

0階
0.0 CB.WB.WS

0.0 CB.WB.WS

1階
0.0 CB.WB.WS

0.0 CB.WB.WS

0.00

0.00

0.00

0.00

0階
0.0

- 14 -

ゾーニングで検討を行っている場合はゾーニング図を添付してください。

上段の診断結果は診断時評価書の診断結果を記載してください。



Ｎ

配置図 1/400
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ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％
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１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称

１／１００広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

１２（１）第０６８９号
Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日
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改修前　基礎伏図

１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称 Ｓ
伏 図 １広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
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Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日
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１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称 Ｓ
広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

１２（１）第０６８９号
Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日

１／２００

１／２００

1
40

6
,
81
0

3
,2
1
0

G.L

2FL

1
50 梁CON天端

8
3
0

梁CON天端

RFL(水下)

RFL(水上)

1FL

3
,
2
50

3
50

Ｂ棟
隣接建物

1C2

2C2

1C1

2C1

1C1

2C1

1C1

2C1

1C1

2C1

RG3

2G3

FG4

RG3

2G3

FG4

RG3

2G3

FG4

RG3

2G3

FG4

ＦＥＤＣＢ

1/200

7,8002,7007,8003,200

21,500 21,500

3,200 7,800 2,700 7,800

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

FG4

2G3

RG3

FG4

2G3

RG3

FG4 FG4

2G3

RG3

2C1

1C1

2C1

1C1

2C1

1C1

2C1

1C1

2C2

1C2

RG3A

2G3A隣接建物
Ｂ棟

1/200７通り軸組図

特記なき壁は W15 とする

3
50

3
,
2
50

1FL

RFL(水上)

RFL(水下)

梁CON天端8
3
0

梁CON天端1
50

2FL

G.L

3
,2
1
0

6
,
81
0

1
40

１／２００

１／２００

特記なき壁は W15 とする

６通り軸組図

改修前　６通り軸組図

改修後　６通り軸組図

改修前　７通り軸組図

1
70

1
70

21,500

3,200 7,800 2,700 7,800

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

隣接建物
Ｂ棟

1/200７通り軸組図

35
0

3
,
25
0

1FL

RFL(水上)

RFL(水下)

梁CON天端8
3
0

梁CON天端15
0

2FL

G.L

3,
2
1
0

6
,8
1
0

14
0

17
0

改修後　７通り軸組図

開口閉塞

０４１／２００軸 組 図 １

開口閉塞

-
 
1
9
 
-



Ｃ通り軸組図

１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称 Ｓ
広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

１２（１）第０６８９号
Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日

１／２００

１／２００

3
50

3
,
2
50

1FL

RFL(水上)

RFL(水下)

梁CON天端8
3
0

梁CON天端1
50

2FL

G.L

3
,2
1
0

6
,
81
0

1
40

1/200

７６

2,2007,000

Ｂ通り軸組図

特記なき壁は W15 とする

FG1

RG1

1C2A1C2

KG3

KG3

2C2 2C2A

W18

1/200

７６

2,2007,000

Ｃ通り軸組図

特記なき壁は W15 とする

2C1

1C1

2C1

1C1

RG1

2G1

FG1

KG1

KG1

Ｄ通り軸組図 1/200

７６

2,2007,000

特記なき壁は W15 とする

2C1 2C1

1C11C1

RG2

2G2

FG2

CB10

KG1

KG1

1/200

７６

2,2007,000

Ｅ通り軸組図

特記なき壁は W15 とする

2C1 2C1

1C11C1

RG2

2G2

FG2

CB10

KG1

KG1

1/200

７６

2,2007,000

Ｆ通り軸組図

特記なき壁は W15 とする
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改修後　Ｂ通り軸組図 改修後　Ｃ通り軸組図

改修前　Ｃ通り軸組図 改修前　Ｄ通り軸組図

改修後　Ｄ通り軸組図 改修後　Ｅ通り軸組図

改修前　Ｅ通り軸組図

改修後　Ｆ通り軸組図
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Ｆ通り軸組図

35
0

3
,
25
0

1FL

RFL(水上)

RFL(水下)

梁CON天端8
3
0

梁CON天端15
0

2FL

G.L

3,
2
1
0

6
,8
1
0

14
0

17
0 35

0
3
,
25
0

1FL

RFL(水上)

RFL(水下)

梁CON天端8
3
0

梁CON天端15
0

2FL

G.L

3,
2
1
0

6
,8
1
0

14
0

17
0

開口閉塞
開口閉塞

０５軸 組 図 ２ １／２００

-
 
2
0
 
-



接着系アンカー

1-D13　＠125

１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称 Ｓ
広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

１２（１）第０６８９号
Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日

3
5
0

3
,
25
0

G.L

1FL

Ｆ

Ｆ

2FL

125125125125125125125125125125125125125125

200 1,820 200

35 35
スパイラル筋
○-75 6φ@50

７

フレア溶接
（片側10d）

D10@250チドリ

D10@250チドリ

フレア溶接
（片側10d）

125125125125125125125125125125125125125125

200 1,820 200

35 35

はつり範囲 はつり範囲

はつり範囲はつり範囲

200 1,820 200
はつり範囲 はつり範囲

既存鉄筋に 既存鉄筋に

７

既存鉄筋
D10@250チドリ

既存鉄筋
D10@250チドリ

既存鉄筋
D10@250チドリ

20
0

D10@250チドリ

D10@250チドリ

フレア溶接
（片側10d）

60 90

無収縮モルタル
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0

2
60
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○-75 6φ@50
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６ 7,000

200
はつり範囲

720
はつり範囲

D10@250チドリ
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７

７
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D10@250チドリ

６ 7,000
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無収縮モルタル
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囲
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り
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囲
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9
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フレア溶接
（片側10d）

既存鉄筋に

フレア溶接
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既存鉄筋
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D10@250チドリ

接着系アンカー 1-D13　＠125

1/30Ｆ通り 詳細図 1/30
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１／３０ ０６詳 細 図 １
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D10@250チドリ
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１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称 Ｓ
広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

１２（１）第０６８９号
Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日

3
5
0

3
,
25
0

G.L

1FL

2FL

3
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0

6
,
8
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1
2
5

1
2
5

12
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1
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スパイラル筋
○-75 6φ@50

130 260
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0
0
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1-D13　＠125
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スパイラル筋
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130 260 260 130
1-D13　＠125
接着系アンカー
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0
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無収縮モルタル

はつり範囲

（片側10d）
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2,7007,800

７
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3,200Ｂ Ｆ7,800

RFL

D10@250チドリ
新設鉄筋
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７ ７

７ ７
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新設鉄筋

は
つ

り
範

囲
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は
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囲
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１級建築士

　垣本　章博

ＳＣＡＬＥ工事名称 Ｋ構造研究所株式会社 担　当

１級建築士
１級建築士事務所

縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

図面名称 Ｓ
広島市南区金屋町２番１５号２Ｆ
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

１２（１）第０６８９号
Ａ－１５５２７

第２２９９１６号　豊田隆雄
第３１５８２１号

　垣本　章博

構造１級建築士
第８６２２号山田幼稚 園耐震改 修工事 平成２９年　　月　　日

の技能者等 施工管理技術者及び技能者は，ＪＣＡＡの資格者とし，それを証明する資料を提出し監督員の承諾を

耐　震　改　修　特　記　仕　様　書

（１）

（１）特記は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

・　印のつかない場合は、※印のついた物を適用する。

・　印と　※印の付いた場合は、共に適用する。

（３）

（４）

（５）

特記事項に記載の［　．　．　］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の（　．　．　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。（　　）内は製品名を示す。

１．共通仕様

２．特記仕様

項　目 特　記　事　項

※　撤去工事の施工内容

ａ）

ｂ）増設部分と接する既存コンクリート面は十分に目荒らしを行う。

ｃ）

※　撤去工事における注意事項

ａ）

ｂ）増設する部分に接する既存コンクリートは、十分に目荒らしを行い増設部材との一体化を図る。

なお、目荒らしは深さ５～１０ｍｍ程度の凹凸で全体を荒らすようにする。

ｃ）はつり工事は構造躯体に悪影響を与えない方法で丁寧に行う事。（電動ピックを用いる等）

コンクリート打設前に粉塵、はつりがら等を清掃し、数日前から十分に水湿めを行う。ｄ）

ｅ）

ｆ）

既存の躯体状態の確認及び補修。

ｇ）

ｈ）

埋込み配管等の探査は撤去に先立ち、探査器により配管等の位置の墨出しを行うこと。

露出鉄筋については、監督職員と協議の上、防錆処理を行うこと。

１ 撤去工事

種類の記号

Ｄ１０～Ｄ１６

Ｄ１９以上

・　ＳＤ２９５Ａ

・　ＳＤ３４５

・　ＳＤ３９０

呼び名（ｍｍ）

割裂補強筋

※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼 ※SR235 ※6φ　・9φ φ図示　@50

・はしご筋 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼 ・D10　・　　　

本数，ピッチ等径材質材料種類

※SD295A

２ 鉄筋の種類

網目の形状、寸法及び鉄線の径
網目の形状、寸法（たて×よこ） 鉄線の径または呼び（ｍｍ）

※６．０

　６．０

※１００×１００

・１５０×１５０
ＪＩＳＧ３５５１による

継手工法
継手方法 呼び名（ｍｍ）

・　ガス圧接

・　重ね継手

・　フレア溶接 Ｄ１０～Ｄ１３

３ 溶接金網

４ 鉄筋の継手

５ 鉄筋及び溶接金網

の最小かぶり厚さ

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、目地底から算定する。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。
施工箇所

※１０柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面

各部の配筋６ 柱の配筋

帯筋の組立ての形の種別

※Ｈ形　・Ｗ－Ⅰ形　・Ｗ－Ⅲ形

７ 圧接完了後の試験 ※超音波探傷試験　　・引張試験

８ コンクリートの

類別及び強度

レディ－ミクストコンクリートの類別

※Ⅰ類　・Ⅱ類（膨張材入り）

骨材のアルカリシリカ反応性区分

※Ａ　　・Ｂ

コンクリートの設計基準強度
設計基準強度Ｆｃ（Ｎ/mm2） 適用箇所

※２１

・２４

※スパイラル筋

耐震壁等の増設に伴い、これらの増設部分が設置される構面の既存仕上げ解体の撤去と土間等の

一部を撤去する。

塗仕上げまたはこれに準ずる仕上げ材、及び躯体を撤去する場合はカッターで切り込みを付けて

から撤去する。

コンクリート及び塗り仕上げを部分的に撤去する場合は既存部分の仕上げに損傷を与えないよう

十分に注意する。特に塗り仕上げ、増設部材設置等面内の壁コンクリート及び土間コンクリート

等の撤去に際しては、カッター等で切込を付け既存部分の保護を図る。

各設備機器及び配管等の撤去及び移設が必要となる場合はそれらの位置、各設備工事との取り合

いなどの検討できる資料及び図面を提出して、監督職員の承諾を受けること。

［８．２．１］［表８．２．１］

［８．２．２］

［８．３．４］［表８．３．３］

［８．３．５］［表８．３．６］

［８．３．１］［図８．３．４］

（５．４．９）［８．３．９］

［８．１．３］［表８．１．１］

［８．１．３］

適用箇所

※図示

規　格

適用箇所

改修共仕表８．３．６の値に加える寸法（ｍｍ）

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

（以下「標仕」という。）による。改修標仕による範囲としては、耐震壁、耐力壁の新設及び増打ち工事に関わる

範囲とする。標仕による範囲としては、改修標仕による範囲以外の範囲とする。

モルタル及び

グラウト材

・改修標仕８．２．１０による

製造所：（社）公共建築協会　評価名簿による。

グラウト材

※無収縮グラウト材

製造所：（社）公共建築協会　評価名簿による。

無筋コンクリート

種類
発注強度 スランプ

（ｃｍ）
粗骨材の最大寸法

１８ １５ ２５ｍｍ 捨コンクリート普通コンクリート

※無収縮モルタル　Ｆｍ＝３０Ｎ／ｍｍ２以上

（Ｎ／ｍｍ２）

11

12

13 高い強度の

コンクリート

設計基準強度（Ｎ／ｍ㎡〈ｋｇｆ／ｃ㎡〉）

・２７〈２７０〉　・３０〈３００〉　・３３〈３３０〉　・３６〈３６０〉

　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

混和材料

※混和剤

※高性能ＡＥ減水剤標準型又は遅延型

14 ・監督職員の承諾する製作工場鉄骨製作工場

15 施工管理技術者 ※適用する

16 鋼材 鋼材の材質
種類の記号 適用箇所

※ＪＩＳ規格品　　　・ＪＩＳ規格品以外

※ＪＩＳ規格品　　　・ＪＩＳ規格品以外

※ＪＩＳ規格品　　　・ＪＩＳ規格品以外

※ＪＩＳ規格品　　　・ＪＩＳ規格品以外

・ SS400

・ SSC400

・ STK400

・ SM490A

17 スカラップ ※改良型スカラップ　　・ノンスカラップ（図示）

18 高力ボルト 高力ボルトの適用

・トルシア形高力ボルト　・ＪＩＳ形高力ボルト　・溶融亜鉛めっき高力ボルト１種（Ｆ８Ｔ相当）

調合管理強度
普通コンクリートの調合管理強度

Ｆｃ＋Ｓ

膨張材入りコンクリートの調合管理強度
調合管理強度

０．８５（Ｆｃ＋Ｓ）＋３σ

９ コンクリートの

品質

スランプ
スランプ（ｃｍ）

※１８

・１５

コンクリートの打放し仕上げ
種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

型枠材料
材　　料 使用箇所

意匠図による
日本農林規格による２種

厚さ１２ｍｍの合板

日本農林規格による１種

厚さ１２ｍｍの合板

表面加工

Ａ種

普通型枠

打放し型枠
Ｂ種

Ｃ種

日本農林規格による１種

厚さ１２ｍｍの合板

表面加工以外

日本農林規格による２種

厚さ１２ｍｍの合板

意匠図による

シャフト・ピット内等

無

意匠図による 有

普通コンクリート セメントの種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

10

水和熱
７ｄ

２８ｄ

３５２Ｊ／ｇ以下

４０２Ｊ／ｇ以下

・高炉セメントＢ種

混和材料

混和材料の種類

・混和材　・膨張性混和材　ＪＩＳＡ６２０２

※混和剤　・高性能ＡＥ減水剤　・遅延型ＡＥ減水剤

※改修標仕表８．４．１により、セメントの種類、予想平均気温の範囲に応じて補正を行う。

室内におけるコンクリート工事の際の温度補正

・室温を元に温度補正を行う。

・温度補正は行わない。

［８．１．４］

（６．２．５）

［８．１．４］

（６．２．５）

（６．９．３）

［８．２．５］

（６．１６．２）

［８．２．５］［８．５．８］

［８．５．５］

［８．２．１０］

［８．２．１０］

（６．１４．１）（６．１４．２）（６．１４．３）

［８．９．１］［８．９．２］［８．９．４］

［８．９．３］

［８．１．５］

（７．１．４）

［８．２．７］［表８．２．５］

［８．２．８］

　普通ポルトランドセメントは、ＪＩＳＲ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

　ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

適用箇所

適用箇所

適用箇所

適用箇所

塗装

適用箇所

　定める「Ｒグレード以上」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

※建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵鋼工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に

規格等

20 溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

・行う　　　・行わない

21 錆止め塗料 耐火被覆材の接着する面の塗装

・行う（・ＪＩＳＫ５６２２　・ＪＩＳＫ５５５２　・ＪＩＳＫ５５５１　・ＪＩＳＫ５５５５）

・行わない ・ＪＩＳ　Ｈ８６４１

22 耐火被覆
種　別

・ラス張りモルタル塗り

・耐火材吹付け ・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・耐火板張り

23 既存コンクリート

面の目荒し

亜鉛めっき

適用範囲

※既存コンクリートとの打継ぎ面

※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合面

目荒しの範囲

※柱・梁面　打継面又は接合面全面

※壁面　　　打継面又は接合面全面

目荒しの程度 （コンクリート化粧かぶり20mmの場合は構造躯体までの20mmはハツリ落としとする）

※平均深さは構造躯体表面から5～10mm（最大深さ10～15mm）程度の凹部を施す（電動ピックによる）

24 あと施工アンカー

の材料

あと施工アンカーの材料

・金属系アンカー（耐震補強用）

※接着系アンカー

接着剤の材質及びカプセルの種類　　※有機系　　　　　　　　　・無機系

接合材の種類　　　　　　　　　　　※鉄筋コンクリート用棒鋼　

25 あと施工アンカー

の品質

※接着系アンカーの品質は（社）日本建築あと施工アンカー協会の評価認証を受けた製品とする。

26 あと施工アンカー

［８．１４．１１］［８．１４．１２］

［８．１６．３］

［８．１７．２～８．１７．７］

［８．１９．３］［８．２０．３］

［８．２．４］

［８．１１．１］

所要性能及び適用構造区分

受けること。

＊次のいずれか以上の資格

・あと施工アンカー主任技士　　・あと施工アンカー技術管理士

（１）施工管理技術者

（２）技能者

＊次のいずれか以上の資格

・あと施工アンカー主任技士

・第１種あと施工アンカー施工士

・特２種あと施工アンカー施工士（Ｄ１９以下のアンカー施工の能力を有する者）

・第２種あと施工アンカー施工士（Ｄ１３以下のアンカー施工の能力を有する者）

27 あと施工アンカー

の施工

穿孔前の埋込み配管等の探査

範囲　　※あと施工アンカー施工部分全て　　　　　　　　　　・図示

方法　　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う　　・はつり出しによる

じゃんか等への対応

（１）補修を必要としない場合

（２）補修箇所又は補修を必要とする場合

①補修をする場合には、改修標仕８．７．６の打込み後の確認等により、じゃんか等の補修を行う。

　じゃんかの程度は、改修監理指針表８．７．２による。

②改修監理指針表８．７．２のじゃんかの程度がＢの場合は、規定の埋込み深さを確保すればよい。

　埋込み深さの変更が容易な接着系アンカーの使用となる。

［８．１１．２］

あと施工アンカーの施工位置にじゃんか等がある場合には、十分に調査、検討を行い、以下に示す

ような対処方法を選定する。

補修を伴わないで、不良部分をはつることにより、あと施工アンカーの施工が可能な場合には、

健全部分を傷めないように不良部分をはつり、はつり出した表面から規定の深さ穿孔する。

　但し、状況によっては、アンカーの強度が若干低下する。この場合は、金属系、接着系の

　両アンカーとも使用できる。

　接着系アンカーの埋込み時に、内部に空洞等があり、接着剤がコンクリート表面まであふれ出て

　こない場合にはアンカー筋を引抜き、カプセルを追加して接着剤があふれ出るようにアンカー筋

じゃんかの程度
じゃんかの程度 強　度

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

なし １００とする

粗骨材は互いに強く結ばれていて，たたくと落ちるものも

あるが，連続的にバラバラに落ちることはない。

内部には大きな空洞はない。

内部にも空洞が多くある。粗骨材がセメントペーストでま

ぶされたような状態で露出し、表面から内部まで、粗骨材

相互がわずかの部分のみで連続されているような状態であ

る。

３０以下

６０～４０

表面的に軽微であり，砂利はたたいても落ちない。 ８０

（３）施工対象がＳＲＣ部材で、あと施工アンカー使用不可の場合

かぶりコンクリートはつり後、接合筋を鉄骨にスタッド溶接する。

補修により９０％

程度強度回復する

補修により

１０～２０％

強度が回復する。

根本的な補修

の必要がある。

　を埋め込む。

④改修監理指針表８．７．２のじゃんかの程度がＤの場合は、コンクリートの打直し後、規定の

　埋め込み深さとする。

備　　考

増設壁、土間コンクリート

鉄骨工作仮組 ・行う　　　・行わない　　　・あと施工アンカーボルト穴の位置合わせ ［８．１２．９］

　補修による強度回復が１０～２０％と低いため、アンカーの強度が若干低下する。この場合は、

③改修監理指針表８．７．２のじゃんかの程度がＣの場合は、じゃんかの深さに応じて深く埋め込む。

（建築工事編）平成２８年版」（以下「改修標仕」という。）による。ただし、改修標仕に規定されている項目以外は、

国土交通省大臣官房官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２８年版」

開口閉塞壁

開口閉塞壁Ｄ１０～Ｄ１３

開口閉塞壁

開口閉塞壁

開口閉塞壁

改 修 工事 特記 仕 様 書 １ １／＊＊＊ ０１

ブレース・プレート等

-
 
2
3
 
-



縮小率　Ａ３版　７０％
　　　　Ａ２版１００％

壁　厚 ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋 外径 ピッチ 形状

120

150

180

200

250

300

350

６φ

６φ

６φ

６φ

６φ

６φ
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補　強　要　領　図

１．あと施工アンカー

イ）あと施工アンカーの間隔　ｄａ：アンカー筋の外径

ａ）シングル配筋 ｂ）チドリ配筋 ｃ）ダブル配筋

ｅ
2

ｅ1
Ｐ Ｐ

ｅ1
Ｐ Ｐ

ｅ
2

ｅ
2

ｇ ｇ
ｅ

2
ｅ
2

ｅ1
Ｐ Ｐ

ピッチ   (P)：7.5da以上かつ30cm以下

ゲージ   (g)：チドリ配筋の場合4da以上

　　　  　　　ダブル配筋の場合は5.5da以上

はしあき(e1)：5da以上かつピッチ以下

へりあき(e2)：2.5da以上かつ主筋の内側に入れる。

ロ）　あと施工アンカーの埋込み深さ及び接合筋の定着長さ

接着系アンカー（異形鉄筋ナット付）

先端45°カット

Ｌ２ Ｌ１

Ｌｅ

da

　Ｌ２：接合筋の定着長さ　　　２０ｄａ

　Ｌｅ：有効埋込み長さ　　　　１５ｄａ

　Ｌ１：埋込み深さ（孔深さ）　１６ｄａ

　Ｌ２：接合筋の定着長さ　　　４０ｄａ

標準

開口補強用

２．スパイラル筋 形状は下記による。

注）継手は重ね２巻以上とする。

ダブル配筋シングル配筋

外径外径 ピッチピッチ

３．グラウト材の圧入

既設躯体の下端と後打ちコンクリートの上端との間には、

グラウト材を圧入する。

２
０
０

程
度

既存躯体

グラウト材

後打ちコンクリート
補強壁

４．注意事項

イ）材料の加工に先立ち躯体寸法を実測し、実状に合った寸法に加工する。

　　を行う。

ロ）増設部分と既存コンクリート躯体との接触面については既存コンクリート躯体面を目荒しを行い、コンクリート打設前に充分な水湿しを

ハ）コンクリートの打設は外部新動機、バイブレーター、又はタタキ等により密実なコンクリートとなるように充分な施工計画を立てる。

二）　増設壁は梁下２０ｃｍ程度まで打設し頂部はグラウト材を圧入する。

ホ）　コンクリートの強度発現期間内は充分な湿潤状態で養生する。また養生期間中は振動及び衝撃を与えないように注意する。

新設耐震壁による補強

開口部端配筋要領

３５ｄ以上

ダブル配筋の場合（差し筋）ダブル配筋の場合（１３５°フック）

コ ン ク リ ー ト 及 び モ ル タ ル 圧 入 要 領

構 造 ス リ ッ ト（腰壁・垂壁） 施 工 要 領 図

（電動ハンドカッター、ウォールソーによる切断）

シーリング

構造スリット

ロックウール充填

既設仕上げ材

既存壁

シーリング（両面とも）

スリット間隔は図示による

スリット間隔は図示による

３ｄ以上

シングル配筋の場合

上部グラウト材圧入

パッキング

レイタンス等除去水湿し

２
０

０
程

度

グラウト完了は、エア抜きパイプ
よりオーバーフローしたグラウト

材料で判断する。

開口部

グラウト材圧入

グラウト材圧入

割裂防止筋（スパイラル筋）

巾止め筋

新設鉄筋割裂防止筋（スパイラル筋）

新設鉄筋

巾止め筋

（打継ぎ面の３０％程度とする）
補強壁と接する梁面・柱面は全て目荒しを行う。

ｅ１ Ｐ 〃

ｅ
１

Ｐ
〃

２
０

０
程

度

接着系アンカー（ナット付）

接着系アンカー（ナット付）

既存躯体

割裂防止筋（スパイラル筋）

接着系アンカー（ナット付）

下部コンクリート打込み

２
０

０
程

度

フレキシブルホース

締固め
外部振動機等により

エア抜き

圧入口

　Ｌｅ：有効埋込み長さ　　　　１０ｄａ

　Ｌ１：埋込み深さ（孔深さ）　１１ｄａ

28 あと施工アンカー

の試験

あと施工アンカーの試験方法 ［８．１１．４］［８．１１．５］

　現場施工されたあと施工アンカーは、全数の打音検査により、その固着度を確認する。これらは原則として

監督職員立会いのもとで行うものとする。

　また、１日に施工されたものの各径ごとを１ロットとし，この中から３本以上について，非破壊引張試験により

固着度を確認する。載荷は設計用引抜き耐力の３分の２の荷重までとし、抜け出さないものを合格と判定する。

　なお、部位は柱・梁上下が全体でほぼ同数となるようにサンプリングする。

せん断耐力
設計用 設計用

引抜き耐力 引抜き耐力
確認用

Fc=20.6N/mm2

ｋＮ／本

29 増打ち壁に用いる

シアコネクタ

場所打ちコンクリート壁の打増し部に用いる既存部とのシアコネクタ

種類　　　　　※「２４　あと施工アンカーの材料」による　　・金属系アンカー

間隔（ｍｍ）　※500×500　　　・図示

［８．３．７］

30 増設・補強工事の

コンクリートの

打ち込み

工法の種類 ［８．１９．８］［８．２１．５］

流し込み工法または圧入工法

31 柱補強 溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

柱頭注脚の隙間部間の形枠

※ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　　　・図示

［８．２１．５］

32

巻き

連続繊維シート 材料・形状

採用した工法の規定を満足するもの

［８．２．１１］

材質

引張り強度（含浸硬化後）

・３４００ＭＰａ

ヤング係数（含浸硬化後）

・（２３０＋３９）～（２３０－２０）ＧＰａ

工法 ［８．２１．７］

※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

下地調整 ［８．２１．７］

仕上げモルタルの除去

※行う　　・行わない

柱の隅角部の面取り

※工法の評価内容による

33 スリットの施工 スリット部の配管等の探査

※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

・はつり出し

［８．２２．２］

スリットの幅及び深さ

＊図示による。　・　　

スリットの耐火，遮音，防水処理への配慮

適用箇所　＊図示による　　・　　

仕様　　　＊図示による　　・　　

方向 通り 階 軸間 部位 ｱﾝｶｰ記号 備　考

Ａ棟

W15 開口閉塞 D13Ｘ

７ ２ Ｄ～Ｅ 開口閉塞W15

Ｆ １ ６～７

Ｙ Fc=20.6N/mm2

26.2 29.0 19.3

D13 26.2 29.0 19.3

せん断耐力
設計用 設計用

引抜き耐力 引抜き耐力
確認用

ｋＮ／本

方向 通り 階 軸間 部位 ｱﾝｶｰ記号 備　考

Ｙ Fc=20.6N/mm2

Ｄ棟

１５ Ｄ～Ｆ 柱脚

工事名称 ＳＣＡＬＥ担　当 図面名称Ｋ構造研究所株式会社

１級建築士
１級建築士事務所 １２（１）第０６８９号

第２２９９１６号　豊田隆雄
広島市南区金屋町２番１５号
ＴＥＬ（０８２）－５６９－８８０８　ＦＡＸ（０８２）５６９－８８０７

－山 田幼稚 園耐震改 修工事
Ｓ－１７５０３

平成２９年　５月　　日 改修 工 事特 記仕 様 書 ２
Ｓ

００２

M20 39.651.6 26.4

-
 
2
4
 
-



▽G.L

3076.3
1.00
WS

3011.9
1.00
WS

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向正加力 ]
[ B ]フレーム(Ｘ)

▽G.L

2955.7
1.00
WS

304.0
2.55
CB

892.2
1.03
WWB

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向正加力 ]
[ C ]フレーム(Ｘ)

- 25 -

3.10　破壊形式図

上段：破壊形式
中段：Ｆ値
下段：Ｑｕ(kN)

破壊形式凡例
CSS:極脆性柱　     CWSS:壁付極脆性柱
CS:せん断柱　      CWS:壁付せん断柱
CB:曲げ柱　        CWB:壁付曲げ柱
WS:せん断壁　      WB:曲げ壁
WWS:せん断そで壁　 WWB:曲げそで壁　
BS:せん断梁支配柱　BB:曲げ梁支配柱

WB
1.34
2750.0

WB
1.34
2750.0

破壊形式図は、改修後のものを
添付してください。



▽G.L

239.1
3.13
CB

278.0
3.00
CB

178.9
3.20
CB

196.1
3.20
CB

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向正加力 ]
[ D ]フレーム(Ｘ)

▽G.L

234.9
3.13
CB

274.6
3.03
CB

171.9
3.20
CB

193.2
3.20
CB

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向正加力 ]
[ E ]フレーム(Ｘ)

- 26 -



▽G.L

2263.9
1.00
WS

2943.2
1.00
WS

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向正加力 ]
[ F ]フレーム(Ｘ)

- 27 -



▽G.L

3076.7
1.00
WS

3012.1
1.00
WS

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向負加力 ]
[ B ]フレーム(Ｘ)

▽G.L

2955.4
1.00
WS

397.0
1.60
CB

870.2
1.00
WWS

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向負加力 ]
[ C ]フレーム(Ｘ)

- 28 -

WB
1.34
2750.0

WB
1.34
2750.0



▽G.L

244.5
3.13
CB

271.6
3.05
CB

179.9
3.20
CB

194.5
3.20
CB

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向負加力 ]
[ D ]フレーム(Ｘ)

▽G.L

236.0
3.13
CB

272.1
3.05
CB

172.3
3.20
CB

192.9
3.20
CB

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向負加力 ]
[ E ]フレーム(Ｘ)

- 29 -



▽G.L

2244.5
1.00
WS

2943.1
1.00
WS

6 7

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｘ方向負加力 ]
[ F ]フレーム(Ｘ)

- 30 -



▽G.L
974.5
1.00
WS

1529.9
1.60
WB

121.5
1.00
CB

343.8
2.16
CB

196.4
3.09
CB

102.8
1.00
CB

279.2
2.70
CB

260.7
2.70
CB

1F

2F

RF

B C D E F

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｙ方向正加力 ]
[ 6 ]フレーム(Ｙ)

▽G.L
138.0
3.15
CB

1149.1
1.00
WWS

439.3
1.00
CWB

321.9
2.64
CB

267.8
3.08
CB

107.0
1.00
CB

215.8
3.13
CB

546.6
1.28
WWB

378.7
1.50
WWB

206.7
3.13
CB

1F

2F

RF

B C D E F

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｙ方向正加力 ]
[ 7 ]フレーム(Ｙ)

- 31 -



▽G.L
957.5
1.00
WS

1531.1
1.60
WB

124.7
1.00
CB

359.4
2.01
CB

298.0
2.80
CB

103.8
1.00
CB

279.1
2.70
CB

254.6
2.70
CB

1F

2F

RF

B C D E F

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｙ方向負加力 ]
[ 6 ]フレーム(Ｙ)

▽G.L
136.7
3.15
CB

1155.4
1.00
WWS

573.9
1.00
CWB

220.8
3.13
CB

275.5
3.02
CB

106.9
1.00
CB

214.6
3.13
CB

405.2
1.50
WWB

436.1
1.41
WWB

207.7
3.13
CB

1F

2F

RF

B C D E F

［ﾀｲﾄﾙ：山田幼稚園耐震改修業務 ］
破壊モード図 － ２次診断[ Ｙ方向負加力 ]
[ 7 ]フレーム(Ｙ)

- 32 -



○印は出席委員

Ｎｏ. 1 （　・　評価委員会　　　　・　小委員会　） 〇 〇 　

　 　 〇

　 　 〇

〇 〇 　

10 Ⅴ-1 ・D棟とのつながりについての現地調査に記載してください。 ・現地調査に記載します。
・現地調査に記載しました。
（Ⅴ-1、2）

11 Ⅰ-14 ・破壊形式の文字が重なっています。修正してください。 ・修正します。
・破壊形式図の凡例の文字を修正しました。
（Ⅰ-14）

副委員長

委員

委員

委員

委員 赤尾

委員 垣本

番号 頁 処　　　　置回　　　　答質　疑　事　項

㈱Ｋ構造研究所

評価委員

委員

委員

荒木

佐藤

近藤

大田

高松

清水(斉)

貞末

委員長 副委員長 藤原

委員 高西

委員 金井

委員

委員 坂内

委員 浜口

第 240-1 回 （一社）広島県建築士事務所協会建築物耐震診断等評価委員会　質疑回答書

件名

日時 年 5 月 27

建築サロン

中川

Ａ棟棟番号

担当事務所

山田幼稚園　耐震改修業務

平成 日

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

説明者

場所

記録者

－

垣本29

新谷

委員 清水

1 Ⅰ-6
・診断時、特記事項において、西側D棟とは鉄骨でつながっ
ているため、改修時には詳細な検討が必要と思われる。と記
載してあるが、詳細な検討は行っていますか。

・特記事項及び方針にに記載します。
・特記事項及び方針にD棟との件を記載しました。
（Ⅰ-13、Ⅵ-2）

2 Ⅰ-10 ・改修鉄筋にスパイラル筋を追加してください。 ・追加します。
・スパイラル筋について記載しました。
（Ⅰ-10）

5 Ⅰ-28～
・構造図、図中に使用材料等の記載がありません。構造特記
仕様書等があれば添付してください。

・構造特記仕様書を添付します。
・構造特記仕様書を添付しました。
（Ⅰ-22-1,2）

3 Ⅰ-13

・改修結果考察について、（X方向）極脆性柱解消の開口閉
塞による補強で目標値を満足している。と記載しているが、X
方向はもともと満足しており、このたびの改修では極脆性柱の
改修ですので、文言を修正したほうが良いのではありません
か。

・考察の表現を見直します。
・考察のコメントを見直しました。
（Ⅰ-13）

4 Ⅰ-14
・耐震改修結果内訳、XY方向とも２階のC値の値を再確認し
てください。

・修正します。
・C値を修正しました。
（Ⅰ-14）

6
Ⅰ-21
Ⅰ-22

・補強詳細図、あと施工アンカーの定着が20ｄのため、ナット
付としてください。

・ナット付にします。
・ナット付に修正しました。
（Ⅰ-21,22）

7 ・診断時の議事録を添付してください。 ・添付します。
・議事録を添付しました。
（Ⅷ-24～）

8 Ⅰ-13 ・特記事項にもコンクリートブロックについて記載してください。 ・特記事項に記載します。
・特記事項にコンクリートブロックの件を記載しました。
（Ⅰ-13）

9 Ⅰ-13 ・EXP.Jについて、D棟についても記載してください。 ・D棟についても記載します。
・D棟も加えたコメントに修正しました。
（Ⅰ-13）

-
 
3
3
 
-

○○○○

○○○○

○○○○○○○○

○○○○○

○○〇-〇



Ｎｏ. 2

番号 頁 質　疑　事　項 回　　　　答 処　　　　置

12 Ⅰ-9 ・改修箇所数を記載してください。 ・箇所数を記載します。
・改修箇所数を記載しました。
（Ⅰ-9）

　以上の修正を行った結果、
　Is値及びｑ値の変更はありませんでした。

13 Ⅶ-15 ・B通り壁耐力を修正していますがなぜですか。

・B通りの壁は１，２階で１枚の壁になっているため、１枚の壁
で耐力を算出しています。また、階段室に接していますが、診
断時にスラブで耐力の伝達も確認しているため、軸力等の変
更もほとんどなかったため、診断時と同じ耐力にしています。

・委員会時に回答済み。

-
 
3
4
 
-

※修正を行ったことで、
Iｓ値、ｑ値が変更になった場合、
主な変更理由と修正前と修正後の、Is値、ｑ値が
わかるように記載してください。
変更がない場合は、上記のように
Is値、ｑ値に変更「Is値、ｑ値に変更なし」
と記載してください。

※参考例



○印は出席委員

Ｎｏ. 1 （　・　評価委員会　　　　・　小委員会　） 　 〇 〇

　 　 〇

　 〇 　

第 1 回 （一社）広島県建築士事務所協会建築物耐震診断等評価委員会　質疑回答書
評価委員

委員長 荒木 副委員長 藤原 委員 浜口

副委員長 佐藤 委員 高西 委員 赤尾

件名 山田幼稚園　耐震改修業務 棟番号 Ａ棟 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ － 場所 建築サロン
委員 近藤 委員 金井 委員 垣本

委員 大田 委員 清水 委員 三好

日時 平成 29 年 6 月 5 日 担当事務所 ㈱Ｋ構造研究所 説明者 垣本 記録者 －
委員 高松 委員 坂内

委員 貞末

委員 清水(斉)

番号 頁 質　疑　事　項 回　　　　答 処　　　　置

第240-1回評価委員会での質疑回答の確認を行った。

その他なし。

-
 
3
5
 
-

○○○○

○○○○

○○○○○○○○

○○○○○

○〇-〇


